
茨城大学 (茨城県)

少人数で個々のニーズに合わせた教育・指導を実施

◇大学紹介 ◇教員研修コースの概要・特色

①研修コースの特色

■少人数での指導

■留学生のニーズに合わせた指導

②受入定員

■英語教育教室1人

③奨学金支給期間

■2024年10月～2026年3月

④コースの修了要件

本学の講義「英語科教育法」を受講するとともに、指導教員
による論文指導を受け、同教員から指定された様式に従った研
修報告書を提出することが必要である。

①大学の概要

・本学の特色及び概要

本学は昭和24年新制大学としてスタートし、
現在は人文社会科・教育・理・工・農の5学部
と人文社会科学・教育学・理工学・農学研究科
の4大学院を有する総合大学として発展してい
る。教育の伝統は、少人数によるゼミナール形
式授業の重視、現代的・地域的課題に取組む実
学研究の重視等である。

なお、大学院博士課程は理工学研究科と東京農
工大学大学院連合農学研究科が設置されている。

・学生数（2023年5月1日現在）

   学部生6,750名 院生1,254名 

 計8,004名

②国際交流の実績

・過去3年間の留学生の受入れ実績

2023年度：197名

2022年度：222名

2021年度：268名

・過去3年間の教員研修留学生の受入実績

2023年度：1名

    2022年度：1名

2021年度：1名

⑤研修コースの概要

■日本語教育

グローバル教育センターで開講している6ヶ月
の日本語研修コースを受講者の日本語能力に応
じて受講する。また、基盤教育科目の「日本
語」や「日本文化」などの授業も受講できる。
6ヵ月の予備日本語教育終了後も引き続き日本語
研修コースを受講できる。

■専門教育

①形態  

大学院（専門職学位課程）における授業（す
べて半期）から選択履修できる。授業は講義・
演習が中心となり、ほかに、週1回の指導教員と
のゼミがある。

②英語による授業科目

大学院生の講義は、日本語または英語で行わ
れている。

■見学・地域交流等の参加型科目

附属小学校・中学校を中心とする学校におけ
る授業の実地見学、授業者を交えた研究協議な
どを行う。指導教員が講師等として関わる学外
での研究会・研修会等に同行・参加し、各種学
校教員との交流を図ることができる。

■その他

希望によっては、附属学校等で授業を実施す
ることが可能である。



◇問合せ先
大学所在地 〒310-8512茨城県水戸市文京2-1-1

担当部署 国際交流課

連絡先TEL:029-228-8056

FAX:029-228-8594

E-mail: StudentExchange01@ml.ibaraki.ac.jp

URL: (大学HP)http://www.ibaraki.ac.jp/

(CGE HP)http://cge.lae.ibaraki.ac.jp/

◇修了生へのフォローアップ

修了後の研究に対し、要請があれば、E
メール等を通じて協力・助言をする。

◇宿 舎

○宿舎数

 単身用: (旧棟)38室  (新棟)35室

 夫婦用: 2室     世帯用: 2室

○宿舎費    ※前納：無し

 単身用: (旧棟)5,900円 (新棟)20,400円

 夫婦用、世帯用: 14,200円

○宿舎設備・備品

バス・シャワー、トイレ、洗面台、キッチ
ン、ベッド、机・椅子、本棚、冷蔵庫、エ
アコン

○宿舎周辺の生活情報、通学時間

国際交流会館から本学までは徒歩15分くら
い

国費留学生は大学の宿舎に優先的に入居が
認められる。万一、入居希望者が多く入居
できない場合は大学付近の一般アパートに
入居することになる。（月額約30,000～
35,000円）

tel:029-228-8056


大学名：　茨城大学（大学番号08）

◇研修内容、受入可能人数、資格及び条件など

受入研究科
等名

コースコード 教員名 メールアドレス 分野 研修の内容 研修の対象者 使用言語
受入

可能数

当該教員が留学生を受け入れるにあたっての条件（語学
能力、専門能力等）、受入実績（過去５年間の受入国、人
数）

08001 君塚 淳一
junichi.kimizuka.kimi616@vc.ibara

ki.ac.jp
英米言語文化 ユダヤ系アメリカ文学，アフリカ系アメリカ文学

☑小学校教員
☑中高教員

日本語 ・米文学・文化に関する基礎的知識

08002 齋藤 英敏
hidetoshi.saito.cldwtr@vc.ibaraki.a

c.jp
英語教育 評価・指導法・教師教育

☑小学校教員
☑中高教員

英語 ・特になし、スリランカ（１）

08003 小林 英美
hidemi.kobayashi.phd@vc.ibaraki.a

c.jp
英米言語文化 イギリス文学（特にロマン派詩、童謡、児童文学）

☑小学校教員
☑中高教員

日本語・英語 ・英文学に関する基礎的知識及び文化

08004 安原 正貴
masaki.yasuhara.flower@vc.ibarak

i.ac.jp
言語学 意味論・統語論・英文法

☑小学校教員
☑中高教員

日本語 ・英語学に関する基礎的知識

08005 青田 庄真 shoma.aota.zm74@vc.ibaraki.ac.jp 英語教育 教育課程，教育政策，教育史
☑小学校教員
☑中高教員

日本語・英語 ・特になし、ベナン共和国（１）

教育学研究科

※「研修の対象者」は該当する方（両方に該当する場合は両方）に☑を付けてください。

1人

https://info.ibaraki.ac.jp/Profiles/5/0000455/profile.html
https://info.ibaraki.ac.jp/Profiles/7/0000693/profile.html
https://info.ibaraki.ac.jp/Profiles/6/0000520/profile.html
https://info.ibaraki.ac.jp/Profiles/103/0010205/profile.html
https://info.ibaraki.ac.jp/Profiles/122/0012122/profile.html
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